
 

 

 

 

 

 

 

 ガバナー訪問も終わり、補佐訪問の第一回目も終わり、来月の地区大会が終われ

ば前半の大きな行事が一段落します。会員の皆様には多大なご協力をいただきまし

て、ありがとうございました。 

 台風 15 号が接近しています。21 日ごろに関東上陸が予想されています。紀州の

せき止め湖、東北の被災地も心配ですが、まずは私たちが被害を受けないよう万全

の準備をいたしましょう。 

 

 

例会変更 

辰野ＲＣ＝10/5(水)職場訪問例会に変更。ﾋﾞｼﾞﾀｰ受付は 12:00～12:30 例会場にて。 

10/19(水)→16(日)地区大会に変更。ﾋﾞｼﾞﾀｰ受付は19日11:30～12:30ｸﾗﾌﾞ事務所にて。 

 

 

 

 

 

ボーイスカウト岡谷第一団 団委員長 児玉隆生様 

 今日は助成金を頂きありがとうございます。また、昨年の 50周年

には色々ご援助を頂きお世話になりました。次の 50年に向けてのス

タートが出来たと思います。今の情勢から考えますと難しい面もあ

りますが、これからも子供達の健全育成に貢献できればと思ってお

ります。 

 最近改めて思う事は、大学に入るのにボースカウトの推薦状が欲しいという声が

あります。という事は社会的にも評価してもらっているんだなと感じます。今日は

ありがとうございました。 

幹 事 報 告 

会 長 挨 拶 
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ガールスカウト長野第十団 団委員長 藤沢由見子様 

 いつもありがとうございます。ガールスカウトは昨年日本連盟が 90

周年を迎えました。その記念行事に当団より 2 名インターナショナル

キャンプへ送り出す事が出来ました。また、他の記念行事として 1 名

が皇后様の前で発表の機会を得ました。全国キャンプへも 1 名が選考

に入り参加出来ました。これからもコツコツと積み上げながら大きな

経験に子供達を送り出せたら良いなと思っております。 

 いつも支えて頂きありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。 

 

  

 

 

私は岡谷ロータリー・クラブの皆さんのご協力のもと、２０１０年９月から２

０１１年８月の一年間オランダのユトレヒト大学に留学して参りました。国際

親善奨学生として、現地ではオランダ人だけでなく世界各国からの留学

生と積極的に交流しました。私個人としては、現地のロータリー・クラブを訪問してスピーチ

をさせていただいた経験がとても勉強になりました。計六つのクラブでスピーチの機会を頂

戴し、主に日本の文化の紹介をしました。その際、限られた時間の中でどのように日本を

紹介するか、またオランダでの経験とどのように関連付けるかなど、悩むところが多くありま

した。スピーチの後に受け付けた質問からはオランダの方がどのようなことに関心を寄せて

いるかを探ることもできました。特に印象に残っているのが、オランダで生活をしてから私の

人権に関する観点が何か変わったかという質問でした。これは私が国際人権法を専攻して

いることと関係しているのですが、質問をされるまで学業と普段の生活の中での体験を特

に関連付けて考えたことが無かったので、新たな視点から留学というものを捉え直すきっ

かけとなりました。 

 留学生活を通して、外国の方とお互いの国について話す機会も多くありました。教育制

度、法制度、医療制度から文化や慣習についてまで幅広く議論することができ、その中で

どの国の制度や慣わしにもメリットやデメリットがあることを感じました。相手の方の文化やど

のような環境で育ったのかを知れば知るほど、よりその方を理解することができ、お互いの

距離も縮まりました。一年間の留学を終えて今痛感していることは、どの場面においてもコ

ミュニケーションをよくとることが重要だということです。日常生活においても、学業において

もコミュニケーション抜きでスムーズな海外生活を送ることは不可能だと感じました。とりわ

け、私が滞在していたシェアハウスでは些細な誤解やコミュニケーション不足によるすれ違

いがよく起きました。台所の使い方ひとつをとっても、お互いがそれぞれの価値観だけが

正しいと決め付けてしまえば容易に口論に発展してしまいます。 

まったく異なる環境から来た方を理解するための切り口としては、皆が興味を持つ｢食｣

を通じたコミュニケーションが有用であると私は感じました。共通する興味を主題とすること

で、互いの共通点や相違点を楽しみながら習うことができました。シェアハウスの友達と順

番に自国の料理をつくって食卓を囲った経験は今でもいい思い出として残っています。ま

た、海外からの寿司に対する関心の高さに驚いた一方で、その他の日本の家庭料理があ

卓 話 ｢帰国報告｣ 
ロータリー財団奨学生 

有賀礼香様 



 

 

まし知られていないことにも気が付きました。その上で、海外に向けて日本について発信

するときは、海外の方が日本に対しどのようなイメージを持っているかを知ることが重要な

鍵になると感じました。 

結論としては、国際親善奨学生として留学の機会を頂いたことにより個々人のレベルで

海外の方と強い絆を結ぶことができ、海外の方の日本に対する理解を深めることができま

した。この度の留学で得たものは一年間で完結するようなものではなく、私の生涯を通じて

引き続き国境を越えた相互理解の発展に向けて取り組んで参りたいと思います。大変貴

重な機会を可能としてくださった岡谷ロータリー・クラブの皆さんには、今後も国際親善奨

学生の精神を存続させていくことでご恩を返させて頂きたいと思います。今まで有難うござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

梅垣和彦・太田博久・大橋正明・小口成人・小口雅弘・小口泰史・尾関秀雄・小野 

仁・笠原祥一・北澤洋之介・北村正春・小松正二・杉田隆夫・瀬戸雅三・高木昭好・

竹村一幸・塚田保則・中村文明・濵 透・濵 俊弘・林 靖高・原 史郎・平沢清

文・藤森睦美・宮坂 伸・宮坂宥澄・矢崎宏明・矢島 進・矢島 實・山岡晴男・

山岡正邦・山岸邦太郎・山崎典夫  名誉会員今井竜吾様、再選おめでとうござい

ます。ニ期目の活躍に期待します。 

矢崎宏明  欠席が続きました。 

 

 

会員数４７名、出席者３５名、出席率７９.５５％、前々回訂正５９.５２％ 
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